
                                        

真岡市建設工事請負契約書           

 

１ 工 事 名 

 

２ 工事箇所 

 

３ 工 期          年   月   日から 

                 年   月   日まで 

 

４ 工事を施工しない日        無 

  工事を施工しない時間帯      無 

 

５ 請負代金額                 円 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額            円） 

 
 
６ 契約保証金                  

 

７ 建設発生土の搬出先等      ※１ 

 

８ 解体工事に要する費用等 

 

上記の工事について、発注者と受注者は、各々の対等な立場における合意に基づいて、次の条項に

よって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。 

 また、受注者が共同企業体を結成している場合には、受注者は、別紙の          共同

企業体協定書により契約書記載の工事を共同連帯して請け負うものとする。 

 この契約の証として本書  通を作成し、発注者と受注者が記名押印の上、各自１通を保有する。 

        年  月  日 

           住 所 

    発 注 者 

           氏 名                         ㊞ 

           住 所 

    受 注 者 

           氏 名                         ㊞ 

 

  

収 入 

印 紙 

４ 工事を施工しない日、工事を施工しない時間帯を 

  定めない場合の記載例 



                                        

真岡市建設工事請負契約書           

 

１ 工 事 名 

 

２ 工事箇所 

 

３ 工 期          年   月   日から 

                 年   月   日まで 

 

４ 工事を施工しない日      原則、土曜日、日曜日及び祝日 

ただし、別に定める場合はこの限りでない 

  工事を施工しない時間帯    原則、平日の午後○時から午前○時まで 

ただし、別に定める場合はこの限りでない   

５ 請負代金額                 円 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額            円） 

 
 
６ 契約保証金                  

 

７ 建設発生土の搬出先等      ※１ 

 

８ 解体工事に要する費用等 

 

上記の工事について、発注者と受注者は、各々の対等な立場における合意に基づいて、次の条項に

よって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。 

 また、受注者が共同企業体を結成している場合には、受注者は、別紙の          共同

企業体協定書により契約書記載の工事を共同連帯して請け負うものとする。 

 この契約の証として本書  通を作成し、発注者と受注者が記名押印の上、各自１通を保有する。 

        年  月  日 

           住 所 

    発 注 者 

           氏 名                         ㊞ 

           住 所 

    受 注 者 

           氏 名                         ㊞  

収 入 

印 紙 

４ 工事を施工しない日、工事を施工しない時間帯を 

  定める場合の記載例（その１） 

詳細に記載することが難しい
場合、本項目のみの契約変更
が何度も生じる恐れがある等
の場合は、特記仕様書等に別
途定めることも可能です。 



                                        

真岡市建設工事請負契約書           

 

１ 工 事 名 

 

２ 工事箇所 

 

３ 工 期          年   月   日から 

                 年   月   日まで 

 

４ 工事を施工しない日    土曜日、日曜日、祝日、大型連休（４月○日～５月○日） 

               夏期休暇（８月○日～○日）、年末年始（１２月○日～１月○日） 

出水期（６月○日～１０月○日）               

  工事を施工しない時間帯  平日の午後○時から午前○時まで 

５ 請負代金額                 円 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額            円） 

 
 
６ 契約保証金                  

 

７ 建設発生土の搬出先等      ※１ 

 

８ 解体工事に要する費用等 

 

上記の工事について、発注者と受注者は、各々の対等な立場における合意に基づいて、次の条項に

よって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。 

 また、受注者が共同企業体を結成している場合には、受注者は、別紙の          共同

企業体協定書により契約書記載の工事を共同連帯して請け負うものとする。 

 この契約の証として本書  通を作成し、発注者と受注者が記名押印の上、各自１通を保有する。 

        年  月  日 

           住 所 

    発 注 者 

           氏 名                         ㊞ 

           住 所 

    受 注 者 

           氏 名                         ㊞  

収 入 

印 紙 

４ 工事を施工しない日、工事を施工しない時間帯を 

  定める場合の記載例（その２） 


